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2014年の幕開けにあたり、関係機関より挨拶を頂きました 

遅ればせながら、皆様、明けましておめでとうございます。 

日南町の林業に関係する機関の方々より、新年の挨拶を頂きましたので、別紙にてご案内いたします。 

（寄稿：日南町長 増原 聡様、日南町役場 議長 村上 正広様、鳥取県農林水産部森林・林業振興局長 垣田 修様、 

日南町森林組合代表理事組合長 内田 博長様、日南町木材生産組合長 浅川 三郎様） 

 

日南の森林だより平成 26年 10月号(41号)アンケート中間報告 

日南の森林だより（４１号）にて、不在村山林所有者の皆様にアンケート調査をお願いいたしました。85名の方の回

答を頂きました。ありがとうございました。集計の中間報告をお知らせいたします。 

 

現在の所有山林についての管理経営実態について →所有山林の状況について把握されていますか 

把握していない   36 42% 

無回答   3 4% 

把握している 1ha未満 4 5% 

  1-5ha 10 12% 

  5-10ha 7 8% 

  それ以上 13 15% 

  無回答 12 14% 

  合計 85 100% 

 

所有者本人の現地管理確認等についてどのようにされていますか  

→所有山林の確認状況についてどれくらいの頻度で確認していますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の知人・親類が実質管理されている場合どのようにされていますか 

→所有山林の確認状況についてどれくらいの頻度で確認していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども   40 73% 

兄弟姉妹   1 2% 

親戚   5 9% 

友人   0 0% 

日南町内の知人   0 0% 

その他   6 11% 

無回答   3 5% 

  合計（複数回答） 55   

        

1週間に 1回   1 1% 

1か月に１回   0 0% 

季節ごとに１回   6 7% 

数年に１回   19 23% 

殆ど行っていない   57 68% 

無回答   1 1% 

  合計 84   

１週間に１回は山を見に行く 0 0% 

1か月に１回   1 1% 

季節ごとに１回   2 2% 

数年に１回   10 12% 

殆ど行っていない   25 30% 

無回答   45 54% 

  合計 83 100% 

 およそ半分 42％の山主が基本的事項である、所有山

林の面積について把握していない実態が分かる。 

把握しているという回答の中では１ha未満の小規模

山主の数が少なかった。 

※全体に対する割合ではないので単純比較は不可で

あるが、特に所有面積が小さい所有者で、状況確認を

出来ていない件数の増加が考えられる。 

所有者本人の現地確認状況は上記の通り。 

年に１回以上通う所有者が 7件、（8％）、数年

に１回が 19件、（23％）、殆ど行っていないと

の回答が 57件（68％）。 

７割近くの所有者が「殆ど行っていない」との回

答で、自分での所有山林の確認が出来ていない状

態である。 

地域の知人、親類が実質管理している場合であ

っても、数年に１回以上所有山林を確認する割

合は 15％と少数である。地域に人的つながりが

あったとしても、山林の実際の管理は困難な状

況である。 


